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遊
び
な
ど
の
生
活
習

慣
に
関
す
る
要
因
、

③
家
族
や
友
人
と
の

人
間
関
係
に
関
す
る

要
因
、な
ど
で
あ
る
、

と
述
べ
、「
不
調
を

訴
え
る
子
ど
も
の
生

活
環
境
を
踏
ま
え
た

対
応
が
欠
か
せ
な

い
」
と
強
調
し
た
。

ま
た
、
保
健
室
利
用
者
の
う
ち

の
10
％
か
ら
15
％
が
心
の
健
康
問

題
を
抱
え
て
い
る
と
い
う
報
告
を

示
し
、
心
身
症
と
そ
の
要
因
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

心
身
症
に
つ
い
て
は
、
不
登
校

ら
み
、
疲
れ
目
、
肩
こ
り
、
頭
痛
、

腹
痛
、
食
欲
不
振
、
不
眠
、
四
肢

痛
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
が
あ

る
、
と
紹
介
し
た
。
そ
し
て
、
そ

れ
ら
の
愁
訴
の
背
景
に
あ
る
の

は
、
①
偏
食
、
欠
食
、
外
食
な
ど

の
食
事
に
関
す
る
要
因
、②
睡
眠
、

浅
井
教
授
は
、
最
近
の
子
ど
も

た
ち
の
間
で
増
加
し
て
い
る
不
定

愁
訴
や
心
身
症
、
運
動
不
足
、
体

力
低
下
な
ど
を
取
り
上
げ
、
子
ど

も
た
ち
が
抱
え
る
問
題
に
対
応
す

る
に
は
、
そ
の
背
後
に
ひ
そ
む
要

因
を
見
据
え
た
取
り
組
み
が
不
可

欠
で
あ
る
と
解
説
し
た
。

浅
井
教
授
は
、
ま
ず
小
学
校
、

中
学
校
、
高
等
学
校
の
い
ず
れ
に

お
い
て
も
、
１
校
あ
た
り
の
１
日

平
均
の
保
健
室
利
用
者
数
が
30
人

に
の
ぼ
る
と
い
う
デ
ー
タ
を
示
し

た
。
そ
の
う
え
で
、
保
健
室
で
の

子
ど
も
た
ち
の
訴
え
に
は
、
朝
の

不
調
、
身
体
が
だ
る
い
、
立
ち
く

と
の
関
わ
り
も
大
き
い
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
る
。
ま
た
心
の
問
題
と

は
一
見
無
関
係
の
よ
う
な
、
気
管

支
ぜ
ん
そ
く
、
消
化
性
潰
瘍
、
頭

痛
、
乗
り
物
酔
い
、
起
立
性
調
節

障
害
な
ど
の
疾
患
も
、
精
神
的
な

問
題
を
背
景
に
発
症
す
る
こ
と
が

あ
る
と
さ
れ
る
。
表
に
示
し
た
よ

う
に
、
心
身
症
の
発
症
の
背
景
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
心
身
の
症
状
だ
け
で

は
な
く
、
そ
の
背
景
要
因
に
つ
い

て
の
対
応
も
必
要
と
な
る
。

さ
ら
に
浅
井
教
授
は
、
保
健
室

利
用
者
の
中
に
は
心
身
の
不
調
を

家
庭
で
訴
え
ら
れ
な
い
事
情
を
抱

え
て
い
る
子
ど
も
も
い
る
、
と
し

て
「
子
ど
も
の
訴
え
の
背
後
に
児

童
虐
待
な
ど
の
深
刻
な
問
題
が
隠

れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
た
め
、

子
ど
も
た
ち
の
声
に
十
分
耳
を
傾

け
、
情
報
を
集
め
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
」
と
注
意
を
促
し
た
。

財
団
法
人
東
京
都
予
防
医
学
協

会
の
平
成
16
年
度
第
１
回
理
事
会

と
評
議
員
会
が
、
６
月
29
日
、
都

内
の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
。

開
会
に
あ
た
り
あ
い
さ
つ
し
た

北
川
照
男
本
会
理
事
長
は
、
平
成

15
年
度
の
事
業
に
対
す
る
関
係
者

の
協
力
と
支
援
に
謝
意
を
表
す
と

と
も
に
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

「
15
年
度
は
、
神
経
芽
細
胞
腫
検

査
の
年
度
途
中
で
の
休
止
や
、
小

児
人
口
の
減
少
な
ど
の
社
会
的
な

影
響
に
よ
り
、
一
部
の
分
野
で
事

業
の
減
少
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

い
っ
ぽ
う
、
人
間
ド
ッ
ク
、
子
宮

が
ん
・
乳
が
ん
検
診
で
は
受
診
者

が
増
加
し
、
シ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
検

査
や
浴
槽
水
の
レ
ジ
オ
ネ
ラ
属
菌

検
査
な
ど
の
環
境
保
健
事
業
で
も

検
査
数
が
増
加
し
た
。
ま
た
、
企

業
や
健
保
組
合
の
要
望
に
応
え
、

予
防
医
学
の
専
門
家
の
指
導
の
も

と
、
経
時
的
変
化
も
知
る
こ
と
が

で
き
る
健
診
結
果
表
を
作
り
一
部

の
企
業
で
保
健
師
ら
に
よ
る
保
健

指
導
を
積
極
的
に
行
っ
た
と
こ
ろ

大
変
好
評
で
あ

り
、
こ
の
領
域
で

の
事
業
の
拡
大
が

み
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
い

く
つ
か
の
事
業
の
落
ち
込
み
は
あ

っ
た
が
、
全
体
的
に
は
前
年
度
と

ほ
ぼ
同
様
に
当
初
の
事
業
計
画
を

達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後

も
東
京
都
民
の
健
康
増
進
の
た
め

に
、
さ
ら
な
る
事
業
の
発
展
を
目

指
し
て
努
力
し
た
い
。」

こ
の
後
、
理
事
会
は
北
川
理
事

長
を
、
評
議
員
会
は
國
井
渉
評
議

員
を
そ
れ
ぞ
れ
議
長
に
選
出
し
、

平
成
15
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決

算
報
告
な
ど
を
審
議
し
、
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
た
。

い
っ
ぽ

う
、
最
近
の

子
ど
も
た
ち

の
運
動
不
足

や
体
力
低
下

に
つ
い
て

は
、
子
ど
も

の
遊
び
場
の

年
代
別
推
移

を
示
し
な
が

ら
、「
一
世

代
、
二
世
代

前
の
子
ど
も

に
比
べ
て
、

か
ら
だ
を
自

由
に
動
か
せ

る
遊
び
場
が

少
な
く
な
っ

て
い
る
こ
と

が
一
因
と
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち

の
運
動
不
足
の
原
因
を
み
る
と
、

『
テ
レ
ビ
を
み
る
時
間
が
多
い
』

『
勉
強
・
塾
に
忙
し
い
』『
遊
ぶ
場

所
が
な
い
』
な
ど
、
そ
の
多
く
は

大
人
が
つ
く
っ
た
環
境
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
環
境
や
生
活
習
慣
の

悪
化
が
、
昨
今
の
子
ど
も
た
ち
の

異
変
に
何
ら
か
の
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
指
摘

し
た
。

そ
し
て
、「
日
本
の
将
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
の
問
題
に
つ
い

て
、
社
会
全
体
が
も
っ
と
真
剣
に

取
り
組
み
、
環
境
を
総
合
的
に
改

善
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。ま
た
、

〝
勉
強
す
る
場
〞
と
し
て
の
学

校
の
役
割
や
、
そ
の
対
応
に
つ
い

て
も
、
根
本
的
な
議
論
が
求
め
ら

れ
る
」
と
し
め
く
く
っ
た
。

近
年
、
子
ど
も
た
ち
の
間
で
、
こ
れ
ま
で
に
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
な
重
大
な
事
件
や
問
題

が
起
こ
っ
て
お
り
、
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
東
京
都
学
校
保
健
会
と
本
会
が
主
催
す
る

第
２
２
３
回
学
校
保
健
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
小
児
循
環
器
専
門
医
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
医
学
や
子
ど
も
た

ち
の
健
康
問
題
に
長
年
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
浅
井
利
夫
東
京
女
子
医
科
大
学
第
２
病
院
ス
ポ
ー
ツ

健
康
医
学
セ
ン
タ
ー
教
授
が
、「
今
、
子
ど
も
た
ち
に
何
が
？
」
と
題
す
る
講
演
を
行
っ
た
。
本
セ

ミ
ナ
ー
に
は
、
養
護
教
諭
を
中
心
と
す
る
学
校
関
係
者
約
２
６
０
名
が
参
加
し
、
こ
の
問
題
に
対
す

る
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
た
。
今
月
は
浅
井
教
授
の
講
演
か
ら
、
そ
の
一
部
を
紹
介
す
る
。
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●

●

ご好評にこたえて、機関紙「よぼう医学」
の全ページを掲載しています（２００３年
９月号から）。
学校保健セミナーやヘルスケア研修会のお
知らせを随時掲載しています。

〈1面〉●「今、子どもたちに何が？」―第２２３回学校保健セミナー
●平成16年度理事会・評議員会を開催・本会

〈2面〉●対談 これからの健診はどうあるべきか
―生涯にわたる健康増進に本当に役立つ健診を考える①

〈3面〉●対談 これからの健診はどうあるべきか
―生涯にわたる健康増進に本当に役立つ健診を考える②

〈4面〉●連載「健康教育放浪記」第4回
●健康づくり・健康増進を支援するページ第11回

〈5面〉●連載「人間工学からアプローチする快適職場づくり」第10回
●「産業医訪問」第58回

〈6面〉●学校検尿で発見された２型糖尿病をとりあげる
●新刊紹介／『健康相談ノート 4』
●松井英介医師の顕微鏡ＣＴ論文が国際学会で最優秀賞
●お知らせ

9月1日まで夏休み

9月 8日　岡　惺治（健康管理コンサルタント）
15日　三輪　一（東京都予防医学協会総合健診部長）
22日　岡　惺治
29日　第197回ヘルスケア研修会につき休み

１）生物学的
要因

遺伝性要素、性別、年齢
併存する疾患

注意欠陥／多動性障害、学習障害、高機能自閉症
心理社会的要因に対する感受性

強さ、期間
ａ．家庭
母子・兄弟姉妹・父子の人間関係、学習への過剰な期待

ｂ．学校
いじめ、友人関係、教師との関係、クラブ活動など

家庭、学校

２）心理社会的
要因

３）援助システム
の有無

表 小児心身症発症の要因�

浅井利夫教授

（8月号はお休みします）


